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第５１５回：憂鬱なる党派 

    

ときは春、あと 2 週間もすれば“令和”の時代も始まり、明るく浮き浮きした雰囲気の瑞穂の国だが、お隣

の漢土では、4月から 6月までメランコリーな政治の季節が続く。 

文化大革命で荒廃した中国を甦らせるために、鄧小平が毛沢東の残党を一掃した上で1980年から81年

にかけて指名した中国の指導者は胡耀邦党総書記と、趙紫陽首相だった。これに鄧小平長老も加わる三頭

体制で改革開放時代は船出したが、民主化を求める青年たちの声に理解を示した胡耀邦は 87 年 1 月に、

総書記の任を解かれ、党中央政治局常務委員（最高指導部）から、政治局委員に降格する。企業に譬えれ

ば、相談役のツルの一声で、取締役社長がヒラ執行役員にブッ飛ばされたようなものだ。 

胡耀邦は降格後も保守派の元老たちから批判され、その心労で89年4月15日に憤死するが、彼の死を

悼む市民が天安門広場や全国各地で抗議集会やデモを行い、中国の政情不安は一気に高まった。  

その対応に苦慮した（胡耀邦の後任の）趙紫陽総書記も鄧小平によって権限を剥奪され、5月には北京に

戒厳令が敷かれ、そして6月4日、天安門広場に出動した機甲部隊が、多数の市民を弾圧する天安門事件

が勃発し、中国の改革開放は一旦は大頓挫することになる。 

 

 胡耀邦は失脚したとはいえ、現役政治局委員として亡くなったので、当然北京の八宝山革命公墓で埋葬さ

れるところ、故人の希望で（生まれ故郷でもない）江西省に眠っている。これは高級幹部として稀有な例だ。 

江西省は、中国最大の産業都市である上海市・・・上海の場所は分かりますよね？その上海の南に位置

する沿岸部が浙江省（因みに北は江蘇省）、その浙江省と南西部で接するのが内陸省の江西省だ。 

省都は革命の発祥地である南昌市、上海の南西600キロに位置する南昌から車を北へ約60キロ走らせ

ると到着する山あいの地が“共青城市”。人口 20 万人の小都市だが、ここの“耀邦陵園”で胡耀邦は眠って

いる。73歳で亡くなったことから墓までの石段が73段、ピラミッド形をした墓の重量も 73 トンだという。 

 

中国では建国間もない1955年以降、都市部の食糧問題と失業問題を解決するためのテストケースとして、

都会から多数の青年が農村に移住し、山間部の開墾・開発事業に従事した。 

共青城市を開拓したのは55年から56年にかけて、上海から移住した約2000人の青年たちであり、当時

この農村移住プロジェクトを指揮したのが、共産党の青年部組織“中国共産党青年団（共青団）”のトップを

勤めていた40歳の胡耀邦であった。胡耀邦が眠る共青城市とは共青団の都市という意味だ。 

共青団は党の超エリート組織だが、中学教育も満足に受けられず、共青団とは縁のなかった習主席は、

共青団が気に食わないようで、「現場を知らず、高踏な屁理屈を弄ぶ集団」と決めつけ、その弱体化を図る

政策を次々に打ち出しているが、歴代トップを勤めた胡耀邦―胡啓立―胡錦濤―李克強―胡春華等、党史

に残る俊英たちの顔触れを見れば、共青団の伝統と重みがよくわかる。それにしても、習執行部の共青団

への攻撃はいただけない。Inferiority complex の裏返しだろうが、世の中には現場しか知らないバカも多く、

そちらの方が実は問題が多いのだが。 
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 胡耀邦は、そうしたご縁で、共青城市に葬られており、今年も 15 日午前、耀邦陵園には胡耀邦の長男や

三男の他、全国各地から集まった数百人が花を手向け、故人の遺徳を偲んだ。 

 長男・胡徳平は統一戦線部の副部長や全人代の要職等を勤めた政治家で、2014 年に極秘来日して安倍

首相と会談したことがある。内容は公表されてないが、冷え切った日中関係の打開だったと噂されている。 

 三男・胡徳華は、当局により実質廃刊となったリベラル系雑誌“炎黄春秋”の副編集長を勤めた知日派で、

5年前の胡耀邦の命日に日本メディアの取材に応じ「中国の改革開放を最も支持し、最も貢献したのは米国

でもソ連でも欧州でもなく、日本だ」と断言したことがある。 

習近平主席も胡耀邦の功績を無視できず、15 年の生誕百周年の記念行事では、改革・開放への貢献を

称え、同氏を「改革推進に大きな心血を注いだ」、「一生を党と人民にささげた」と評価している。 

胡耀邦が薄一波、王震といった保守派から袋叩きに遭ったとき、ただひとり彼を擁護したのが、胡耀邦の

盟友であった習主席の実父の習仲勲であり、習氏も父親の親友・同志であった胡耀邦の偉大さと功績を、

それなりに評価しているのは間違いないだろう。 

しかし、胡耀邦の完全な名誉回復は、「胡耀邦失脚は党の犯した誤りであった」ことを認めることを意味し、

それ即ち鄧小平批判に直結することになり、そこまで踏み込む度胸は現執行部にはなさそうだ。 

 

 胡耀邦は 19 歳で長征に参加した少年兵上がりの叩き上げで、正規の教育は受けていないが、包容力の

あるリベラルな思想の持ち主で、「共産党の指導は政治思想や政策立案にとどめるべきで、政府や企業の

行政や、生産活動にまで及ぶべきではない」と主張し、過度な権力集中を改めようとしていた。 

だが彼の逝去から 30 年、習指導部は正反対の路線を歩んでいるようだ。党の指導は「行政・生産・文化・

報道・宗教など、全てのモノに及び、あらゆるものに対する党の指導を堅持する」と訴え、胡耀邦が危険視し

ていた個人崇拝の傾向すら強めようとしている。 

もし党政府が勇気を奮って自由化や規制緩和を断行すれば、中国経済は確実に活性化し、欧米諸国と

の関係も改善するが、その反作用として権威主義的な専制統治システムは弱体化する。 

胡耀邦は、この矛盾撞着を発展に伴う為政者側のコストとして受け入れる度量を持っていた・・彼こそが

新中国で最も偉大な人物であったと思う。（了） 

 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                              平成３１年４月１８日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


